





































1 )対 象 EV患者12例 (9家系)について，家族歴，既往歴，現病歴，臨床所見皮膚病理組織
所見 (HE染色)を調査した。また， 7例について，免疫学的審査 (ツベルタ リン反応， NDNCB
反応，リンパ球幼若化反応p免疫グロプリン値)を行勺た。
2 )ウイ Jレス学的検索 患者の皮疹部鱗屑および切除切片を材料として，遠心操作によりウイノレス粒子






1 )両親の血族結婚が9家系中2家系 (22%)，家族内発生が9家系中3家系 (33%)にみられた。ま
-194ー
た，調べた7例全例に細胞性免疫の低下がみられたが，液性免疫は正常で、あった。 EVの良性皮疹は，






あった。皮膚癌の組織像はsquamouscel carcinoma 5例， Bowen病4例， Bowen carcinoma 1例
およびbasalcell epitherioma 1 OIlであった。
2 )紅斑よりHP V14， 20， 21型，癒風様皮疹よりHP V 5， 12， 17， 20， 38型，および肩平涜賛様皮疹
よりHPV14，38型をそれぞれ分離した。これらすべてのHPVはEV specificなものであった。ま
た， EV患者に併発した尋常性疲賛よりHPV2型，肩平庇賛よりHPV3型をそれぞれ分離した O
これらのHPVはEV non specificなものであった。皮膚癌を併発した患者6例の良性皮疹より H












5)皮膚癌を併発した患者の皮疹はすべて癒風様であり，その皮疹より HP V 5， 17および20型のうち
少なくとも 1種類を分離した。また，これら 3種類のHPVのうち17型あるいは20型を癌組織中に検








ものである O 従って， EVの早期診断を可能にしたと同時に， 'EVの悪性化過程におけるHPVの役割
を解明するてがかりを与えるものであり，学位論文として価値があるものと思われるO
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